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平成26年７月１日　NO  105
＜びわの実＞
　千葉県の友人から今年もまた「びわ」が届きました。友人が1つ1つ袋がけをして育てた地物のびわはスーパーの店頭のそれとは全くちがう果物のように甘酸っぱく果汁がしたたります。
　そんな特別の味のびわを、今年は「特別」な気持ちでいただきました。

　5月19日、入院中の義父がなくなりました。仕事帰りに毎日病室に寄って、たわいもない話をして帰宅するのが私の日課でした。そんなある日、義父からびわの実の話を聞きました。終戦の年の6月、予課練の兵隊だった義父たちは、和歌山県のある村で訓練を受けていたそうです。宿舎の近くの農家の庭先には、大きなびわの木があって、黄色の実がたわわに実っていたそうです。厳しい訓練の中、いつも空腹だった義父たちは、ある晩、こっそり抜け出して、びわの木に登り、お腹いっぱいびわを食べたそうです。甘くて、みずみずしくて、それはそれはおいしかったそうです。次の日、農家から大量のびわの種と皮が落ちていると通報が入り、全員集められて、上官から詰問されたそうです。もちろん誰も名乗り出ません。すると、上官が「お前たちは尊い命を国に奉げる大切な身体だ。だから、なぐったりしない。正直に名乗り出ろ」と言ったそうです。そこで義父たちが前に出ると「小野、お前は北海道出身だったな。びわは初めて食べたのか？どうだ、うまかったか」、義父がハイと答えると「そうか。それなら良し！」とおとがめなしだったと、めずらしくたくさん語ってくれました。その時の戦友の多くは特攻隊として散っていったと、遠い目をして語った義父が「あの時のびわは、うまかったなぁ」と何度もつぶやいておりました。
　それから程なく、とうとう、びわを食べることなく義父は旅立っていきました。実はスーパーの店頭にびわが並んでいたのですが、毎年届く、友人のびわの方がおいしいからと、素通りしてしまっていました。深い後悔と共に、しばらくはびわの実を見ると、涙が止まりませんでした。

そんな訳で、今年は友人のびわをたくさんたくさん仏壇にお供えしました。いつもは、おすそ分けする分も、今年だけは全部、義父の仏壇にお供えしました。「どうだ、うまいか？」と写真の義父はたずねているようですが、「じいちゃん、ごめんね」としか、まだ答えられない私です。
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施設長　
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７月の行事予定

7／1　　 南小学校（低）参観日　　７／2　　南小学校（中）　　７／3　　南小学校（高）参観日　　
7／7　　 幼児グループ 円山動物園お出かけ　　7／12　　東ロータリークラブ ソバ蒔き
7／18　　駒沢幼稚園 お泊り会　　岩見沢農業高校学校祭 ～19日　　7／19　　栗山高校学校祭 ～20日
7／21　　海の日　　7／22　　岩見沢農業高校・栗山高校 振り替え休日　　7／23　　駒沢幼稚園 終業式 ～8／17　　
7／24　　南小学校 終業式 ～8／17　　7／25　　光陵中学校 岩見沢農業高校　栗山高校　夏休み開始 ～8／18
7／28 ～ 29　　学園キャンプ①グループ（新篠津）　　7／30 ～ 31　　学園キャンプ②グループ（新篠津）
ご厚志ご寄贈など感謝申し上げます。（ご芳名もれをお許しください。）　６月１日～３０日

善生哲雄様　　善生農園の皆様様　　石川広子様　　深田雅美様　　中原様　　ビクトリア観光様　　栗原紀久様　　栗原孝嘉様　
河内克彰様　　コンパル岩見沢店様　　小黒則子様　　青竹栄子様　　目黒慎治様　　佐々木多美子様　　川津とし子様　　細川悟様


Happy　Birthday！Tくん！！


　誕生日が近づくにつれ、いつその日がくるかと心待ちにしていたTくん。いざ当日になると、同じ部屋のほかの子どもが積極的に準備に参加してくれていました。主役は見ていてくれと、はじめのうち、皆を見守っていたTくんでしたが、にぎやかに調理する様子を見て、しびれをきらし「僕もやる！」と、結局、皆で一緒に作ったのでは、タレからみんなお手製の照り焼き目玉ハンバーグ。明かりを消して入場してきたTくんを、皆のパッピーバースデーソングが迎えると、とても照れ笑い、ほんの少しのサプライズを混ぜたプレゼントは、思わず他の子うらやんでしまうくらい。Tくんも嬉しそうに封を開け、パーティーの雰囲気を楽しんでいました。


　　― 男子グループ　―　　　　　　











Mくん、お誕生日おめでとう！


Mくんが希望したとおり、魚べいへ行ってきました！待ち時間が長く、ちょっとお疲れ気味でしたが、座った瞬間に皿をとり、ほおばっており、Tくんと職員とで笑ってしまうほどでした。Tくんを気遣いながら、Mくんも楽しみ、とても良い会になったと思います。


― 男子グループ　―





Sさんのお誕生日パーティー


みんなで、Sさんの誕生日会を盛り上げようと張り切り、色々と考えてくれていました。かざりつけも、Sさんが喜ぶためにと、一生懸命にしてくれました。クレープ作りでは、それぞれが出来ることを見つけ、作業に取り組み、協力しながら行なっていました。みんなで“おいしいー！”と嬉しそうにしながら、楽しい会となりました。本人もプレゼントをもらい、とても喜んでいました。


－ 女子グループ　－








善生農園さん田植え体験


6月1日、栗沢の農家 善生さんのご好意で田植え体験をさせていただきました。晴天に恵まれて、ドロンコの田んぼに悪戦苦闘しながらも無事、田植えを終えました。お昼には、焼肉や手打ちうどん、取れたて新鮮野菜をごちそうになりました。どれもおいしくて子どもたちは大よろこびでしたが、中でも「白めしのおにぎり」が一番人気だったのは、さすがに善生農園の情熱米の力だとおもいます。善生農園の皆様、お世話になりました。いつも本当にありがとうございます。


田んぼに入るのに躊躇している子もいました（特に小学生）が、入っていしまえばズボンが汚れる事も気にせず一生懸命、田植えをしています。焼き肉では他の施設の子どもたちとの交流はほとんどありませんでしたが、逆に光が丘学園同士の仲間意識が強かったように思えました。帰りの際には、秋の稲刈りを楽しみにしていると話している子どももいて、貴重な体験をした1日でした。


　― 副施設長　―





幼児グループ　雨の日のピクニック


雨天だったため、学園の体育館にて、ゲームをしています。外でのピクニックを楽しみにしていた子どももいました。最初は園内で過ごすことを残念そうにしていましたが、ゲームが始まると楽しそうに活動する姿がみられました。お菓子を食べる時や昼食の時は、外で食べてピクニック気分を味わっています。


－ 幼児グループ－


Iくんも楽しい雰囲気を感じながら、ともに笑顔でいつも以上に声を出していました。事前準備～当日の動き等、職員間でしっかりと共有・計画し、子どもたちと職員がより一層、楽しく充実した時間を過ごせるようにしていきたいと思います。


　－ 幼児グループ－











砂川子どもの国へLet’s go！


6月14日、女子グループ居室行事として砂川子どもの国へ出かけました。お部屋の仲間とTVとの別れについて、出発の出鼻をくじく話し合い！その集まりの力をかりて、本日の団結式となり、各々の宣言の中に“今日はけんかも少なく、楽しみたい”との願いがありました。出先の自然の中は本当にこどもの国！走りまわって遊んでいるうちに、願い通りにいったようで、また遊びにきたい＝楽しみたいという願いができました。何度か出発前の団結式のことを思い出せ～とかけ声がありました。


－ 女子グループ－


みんなで行事に行くのは初めてで、出掛け先では、子どもたち同士でも声を掛け合い、楽しむ姿がありました。普段ないようなアスレチックにみんなで挑戦し、出来ない子へは方法を伝えながら、みんなでゴールできるようにと団結する姿がありました。雨は止んでいたので、外でも遊ぶことができ、汗だくになりながら、満喫した1日を過ごしていました。


－ 女子グループ－














“臨時”園芸部　光が丘畑と花壇の種植え


23日、中学生女子3名と、修学旅行のみやげ話でもちきりの中、昨年も園長先生と植えたことを覚えているSさんがアドバイザーとして花植えまでにぎやかに終えました。中に１つ、800円もする苗があり、後になって気づき、チーンとなりましたが、大切に育てようと打ち合わせました。“笑って咲く花になろう～、負けないように、かれないように”そう口ずさみ、Kさんはその足で部活へむかっていきました。


－ 女児グループ－


種や苗に必要な土壌作りから、小学生、中学生、一丸となって、手伝ってくれています。土をおこすことには大変な労力を費やしましたが、みんな汗をかき、奮闘しました。いざ、種を植える祭には、幼児さんも参加、年少児は「明日には食べれる？」と夢のある話も聞かれ、植えていない子どもも「俺は食べる専門」と興味はあるけど汗はかきたくないといった様子。これからに期待といった感じです


－ 女児グループ－














漢字検定、お疲れ様の会


前回同様に積極的に準備を手伝ってくれるSさん、Eさん。おやつ・ジュースが嬉しくて、スタート前よりテーブルにつくKさん、Rさん！漢字クイズがはじまると、みんなで大盛りあがりでした。難しい読みも瞬時に答えるRさんに小学生はもちろん中高生も思わず拍手でした！本人いわく「まんが読んでいるからだよ！」その言葉を聞いて「確かに！」「まんがって凄いね！」と漫画で漢字を学ぶ楽しさを共感しました。自己採点、漢字ゲーム、受験の振り返りを楽しみながら行う中で、ぜひ次回も実施して欲しいとの声が多く聞かれました。


－ 幼児グループ－

















岩城　春恵























